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◎公益社団法人福岡県病院協会事務局▼▼会員広報会員広報 日時　令和４年６月28日㈫ 17：00～17：35
場所　オリエンタルホテル福岡博多ステーション

（福岡市博多区博多中央街４-23）

総出席者　当日出席者　　　26名
委任状提出者　 139名
計　165名（総会員数243名中）

福 岡 県 病 院 協 会
第10回定時会員総会

■開会宣言

平祐二専務理事は、第 10 回定時会員総会開会
を宣言。

■総会成立宣言
岡嶋泰一郎議長は、総会員数 243 名に対し、出

席者は委任状を含め 165 名と会員の過半数を超え
ており、定款第 17 条に照らし総会が適法に成立
していることを報告。

■会長挨拶
赤司浩一会長挨拶。

■議事録署名人選出
岡嶋議長は、本日の議事録署名人として、深堀

元文 医療法人社団益豊会今宿病院理事長兼院長
と津留英智 社会医療法人水光会宗像水光会総合
病院理事長を選出。

■議案審議（岡嶋議長）

○第１号議案「令和３年度事業報告について」

平専務理事から、概ね次のように報告された。
Ⅰ　総務関係 ～会員数について

入会者は1会員、退会者は5会員であり、
この結果、同年度末現在の会員数は 245 会
員である。

Ⅱ　総会の開催状況
令和 3 年 6 月 23 日に第９回定時会員総

会を開催し、令和 2 年度事業報告など４つ
の議案を審議いただき、いずれも原案どお

り承認された。
また、令和 4 年 3 月 22 日に臨時会員総

会を開催し、令和 4 年度事業計画など３つ
の議案を審議いただき、いずれも原案どお
り承認された。

Ⅲ　理事会について
第 77 回から第 79 回まで計４回（うち１

回は WEB 開催）、臨時理事会を２回開催
し、会務の執行に当たった。

（詳細は議案書に記載のとおり）

Ⅳ　「ほすぴたる」関係
編集委員会を計６回開催し、隔月、20

日に合計６回発刊した。
（詳細は議案書に記載のとおり）

Ⅴ　研修会・県民公開医療シンポジウム関係
１　各種委員会等の開催状況

看護、栄養管理委員会をそれぞれ２回、
診療情報管理研究、臨床検査、リハビリテー
ション、経営管理委員会をそれぞれ１回、
企画委員会を５回開催した。

（詳細は議案書に記載のとおり）

２　各種研修会・県民公開医療シンポジウム

の実施状況

次のとおりであった。

R4. 9. 4
10. 9
10.30

235名WEB配信第69回栄養管
理研修会

140名8月 第163回看護研
修会

R3.8.4
～ 8.6

九州大学医学部
百年講堂

月別 研修会名 開催日 会　場 参加
人数

9月
～

10月

研修会一覧
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のとおり）

以上、第１号議案については、全員の拍手をもっ
て承認された。

○第２号議案「令和３年度収支決算について」

Ⅰ　令和３度収支決算
伊東財務理事から、令和 4 年 3 月 31 日

現在における貸借対照表、当期における正
味財産増減計算書及び同内訳表等に基づき
説明があった。なお、「貸借対照表」及び「令
和 3 年度正味財産増減計算書内訳表」は、
次のとおりである。）

Ⅵ　その他の事項
例年の事項であるが、「カネミ油症患者

に関する治療費の支払いについての契約」
を１年間更新した。（詳細は議案書に記載

（単位：円）

貸 借 対 照 表
（令和４年３月31日現在）

R3.11.18

158名

WEB配信

第164回看護
研修会

81名11月 第62回診療情報
管理研究研修会

12月

2月 令和３年度第1回
経営管理研究会

3月

第6回臨床検査
研修会
第121回医療
事務研究会
令和３年度第1回リハ
ビリテーション研修会

R3.12. 8

R4. 2.21

R4. 3.12

R4. 3.14

R4. 3.24

WEB配信

WEB配信

WEB配信

WEB配信

WEB配信

117名

54名

227名

221名

科　　　目 当 年 度 前 年 度 増　減
Ⅰ　資産の部

1 流動資産
現金預金 

普通預金
福岡銀行赤坂門支店

定期預金
郵便振替

未収会費
未収金

広告料
前払金

4,759,521 
4,208,858
4,208,858

500,173
50,490
50,000
20,000
20,000

3,681,645
3,174,779
3,174,779

500,173
6,693

10,000
10,000
62,870

流動資産合計 4,829,521 3,754,515 1.075.006
2 固 定 資 産

⑴ 基本財産 
⑵ 特定資産

退職給付引当資産
財政調整積立金
特定資産合計
固定資産合計
資産の部合計

8,052,553
6,036,000

7,133,421
6,054,600

919,132
-18,600

14,088,553 13,188,021 900,532
14,088,553 13,188,021 900,532
18,918,074 16,942,536 1,975,538

Ⅱ　負債の部
1 流動資産

未 払 金  
前受金

会費
広告料

預り金
社会保険料
雇用保険料
源泉所得税

流動負債合計

固定負債合計
負債の部合計

負債及びす正味財産合計

Ⅲ　正味財産の部
1 指定正味財産
2 一般正味財産

正味財産の部合計

281,507
76,600
50,000
26,600

143,190
66,075
34,635
43,190

154,330
206,200

206,200
165,148
71,252
34,356
59,540

127,177
-129,600

50,000
-179,600
-21,248
-5,177

279
-16,350

502,007 525,678 -23,671
2 固定負債

退職給付引当金 11,414,800 11,136,400 278,400
11,414,800 11,136,400 278,400
11,916,807 11,662,078 254,729

7,001,267
7,001,267

5,280,458
5,280,458

1,720,809
1,720,809

18,918,074 16,942,536 1,975,538



　　「ほすぴたる」No.761（2022 年７月号）／　3

合　計法人会計
小　計収益共通研究会機関紙小　計

収益事業等会計公益目的事業会計

シンポジウム 研　修 公益共通
科　目　名

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１　経常収益
　 ⑴ 経常収益
　　　特定資産運用益
　　　受取入会金
　　　受取会費
　　　事業収益
　　　受取補助金等
　　　雑収益
　　経常収益計

　特定資産評価損益等

　 ⑵ 経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　経常費用計

　当期経常増減額

２　経常外増減の部
　 ⑴ 経常外収益
　 ⑵ 経常外費用
　　　特定資産売却損
　　　退職給付引当金減額
　　経常外費用計

　当期経常外増減額
　他会計振替額

　税引前当期一般正味財産増減額
　　法人税、住民税及び事業税

　　当期一般正味財産増減額

　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

Ⅲ　正味財産期末残高

625,000
　

625,000

11,151

4,450,500
1,875,000

　
6,336,651

5,000
4,306,400

210,000

4,521,400

11,151
5,000

4,306,400
4,450,500
2,710,000

　
11,483,051

1,239,500
2,888,000

　
4,127,500

1,545,000
722,000

　
2,267,000

1,845,600

90,000

1,935,600

1,845,600
2,784,500
3,700,000

8,330,100

5,000
6,152,000

300,000
　50

6,457,050

11,151
10,000

12,304,000
7,235,000
6,710,000

50
26,270,201

3,174,718

3,174,718

10,792,756

10,792,756

13,967,474

13,967,474

4,905,143

4,905,143

1,488,609

1,488,609

6,393,752

6,393,752
4,118,698
4,118,698

20,361,226
4,118,698
24,479,924

-2,549,718 -4,475,573

-19,468 -19,468

4,521,400 -2,503,891 -777,643 778,391 1,936,348 1,936,348 2,338,352 1,770,809

-19,468

-2,549,718

-2,549,718

-22,397,102

-24,946,820

-24,946,820

-4,475,573

-4,475,573

-32,279,768
-36,755,341

-36,755,341

0 0 0
321,506
4,842,906

4,842,906

37,393,647

42,236,553

42,236,553

321,506
-2,182,385

-2,182,385

-17,283,223
-19,465,608

-19,465,608

000

-321,506 -321,506
2,338,352

2,288,352

20,710,781
22,999,133

22,999,133

50,000
1,770,809

1,720,809

5,280,458
7,001,267

7,001,267

50,000

1,614,842

1,614,842

1,852,900
3,467,742

3,467,742

1,614,094

1,614,094

12,847,939
14,462,033

14,462,033

778,391

778,391

8,391,055
9,169,446

9,169,446

-777,643

-777,643

-19,386,094
-20,163,737

-20,163,737

0

Ⅱ　監査報告
野村監事による当期の計算書類が適正に

処理されており事業報告も適正である旨の
監査報告について、平専務による代読が行
われた。

以上、第 2 号議案については、全員の拍手をもっ
て承認された。

○第３号議案「任期満了に伴う役員の改選等について」

平専務理事は、現在の理事、監事、議長及び副
議長の全員が本定時会員総会の終結と同時に任期
満了し、退任することとなるので、新たに選任す

る必要があり、5 月 27 日付で、全会員あてに立
候補届及び推薦届の提出を依頼したところ、締切
日の 6 月 13 日までに、理事には中村雅史九州大
学病院病院長ほか計 25 名が、監事には野村秀幸
社会医療法人原土井病院院長ほか計２名が、議長
には岡嶋泰一郎社会保険仲原病院顧問が、副議長
には樋口雅則福岡ハートネット病院院長がそれぞ
れ立候補され、いずれも定款に定める定数以内で
あることを説明した。

なお、本総会において選任された場合、任期は、
本日の総会終了後から令和 6 年度の定時会員総会
の終結時までとなる旨を補足した。

議長は、本議案について質疑等を求めたが、特

正味財産増減計算書内訳表（抜粋）
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで） （単位：円）



4　／「ほすぴたる」No.761（2022 年７月号）　

に質疑や異議の申し出等はなかったため、選任手
続きに入った。議長は、定款第 17 条第３項の規
定に基づき、「理事又は監事を選任する議案を決
議するに際しては、候補者ごとに行わなければな
らない」ことを説明のうえ一人ずつ決議する旨を
述べ、候補者ごとに賛成者の拍手を求めたとこ
ろ、中村雅史候補者ほか計 25 名の理事候補者全
員が、過半数を超える拍手により選任された。

次に議長は、監事の選任に移り、同様にして、
野村秀幸候補者ほか計２名の監事候補者全員が、
過半数を超える拍手により監事に選任された。

さらに、議長は議長及び副議長の選任に移り、
同様にして、岡嶋泰一郎候補者が議長に、樋口雅
則候補者が副議長に選任された。

続いて、本議案の後半部分である退任予定者へ
の顧問委嘱案の審議に入った。平専務理事は、今
期で退任する赤司会長の顧問就任について、会員
総会の議決を求めた。議長が順に議場に諮ったと
ころ、全員の顧問就任が全員の拍手により承認可
決された。

○第４号議案「異動に伴う参与の委嘱について」

平専務理事は、推薦団体の人事異動により、新
たに推薦のあった上原洋介西日本シティ銀行法人
ソリューション部長に関し、前任者の残任期間で
ある令和５年 6 月末までを任期とする参与の委嘱
について、会員総会の承認を求めた。

議長が議場に諮ったところ、全員の拍手をもっ
て承認可決された。

■議案審議終了
岡嶋議長の議案審議終了宣言。

■総会終了

平専務理事から、議長に対する謝辞と閉会を開催
する旨が述べられ、第10回定時会員総会は滞りな
く終了した。

第２回臨時理事会（みなし決議）報告

協議事項３件について書面表決を行い、令和４
年７月７日にいずれも決議されました。
Ⅰ　理事会の決議があったとみなされたもの
１　事項の内容

第１号議案

代表理事（会長）の選定について

中村雅史理事を代表理事（会長）に選定す
ることについての同意を求めるもの

第２号議案
副会長、業務執行理事等の選定について

　副会長に県内３大学病院（久留米大学病
院、産業医科大学病院、福岡大学病院）の病
院長に加え、一宮理事の４人、業務執行理事
（専務理事、総務理事、財務理事及び企画理
事）に、平、岩永、伊東及び壁村理事、五役
には、一宮及び横倉理事を選任することにつ
いての同意を求めるもの。

　　
第３号議案　

各種委員会担当理事の選定について

各種研修員会担当理事の選定について、案
のとおり同意を求めるも。（案略）
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公益社団法人福岡県病院協会 役員名簿
（役員任期：令和６年度定時会員総会終結時まで）

（令和４年７月７日現在）

役職名 氏　名 所属病院 及び 役職
会　　長
副 会 長
副 会 長

専務理事
総務理事

財務理事
企画理事
理　　事

〃
〃
〃
〃

〃
〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

監  事
〃

議　長
副議長
顧　問

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

中村　雅史
志波　直人
田中　文啓

岩﨑　昭憲
一宮　　仁
平　　祐二
岩永　知秋
伊東　裕幸
壁村　哲平
江頭　啓介
於保　和彦
桑野　博行
小嶋　享二
島　　弘志
津留　英智
中房　祐司

平城　　守
前原　喜彦
増本　陽秀
松浦　　弘
森田　茂樹
山下　博德
横倉　義典
渡邉憲太朗
野村　秀幸
原　　寿郎
岡嶋泰一郎
樋口　雅則
今泉暢登志
河野　正美
瓦林達比古
久保　千春
石橋　達朗
岡留健一郎
上野　道雄
寺坂　礼治

九州大学病院 病院長

〃

〃

副 会 長
副 会 長

赤司　浩一

久留米大学病院 病院長
産業医科大学病院 病院長
福岡大学病院 病院長
国家公務員共済組合連合会浜の町病院 病院長
医療法人原三信病院 理事長
久山療育園 重症児者医療療育センター センター長
宗像医師会病院 病院長
済生会二日市病院 院長
さくら病院 理事長
（一財）医療・介護・教育研究財団柳川病院 院長
福岡市立病院機構 福岡市民病院 院長
福岡県立精神医療センター太宰府病院 院長
社会医療法人天神会新古賀病院 副理事長・総病院長
社会医療法人水光会宗像水光会総合病院 理事長
福岡赤十字病院 院長

公立八女総合病院 企業長兼院長
公立学校共済組合九州中央病院 病院長
飯塚病院 院長
済生会福岡総合病院 院長
国立病院機構九州医療センター 院長
国立病院機構小倉医療センター 院長
ヨコクラ病院 院長
医療法人西福岡病院 院長
社会医療法人原土井病院 院長
福岡市立病院機構理事長 兼福岡市立こども病院 院長
社会保険仲原病院 顧問
福岡ハートネット病院 院長
医療法人済世会河野病院 院長
医療法人済世会河野病院 理事長

（一社）福岡県社会保険医療協会 理事長
中村学園大学・中村学園短期大学部 学長
九州大学 総長
済生会福岡医療福祉センター　総長
国立病院機構 福岡東医療センター 名誉院長
福岡赤十字病院 名誉院長
九州大学 副学長・九州大学病院 第一内科教授

〃 冨松　　愈 医療法人冨松記念会三池病院 院長
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退任にあたって

公益社団法人福岡県病院協会

前会長　赤司 浩一

福岡県病院協会は、1950 年に設立された長

い歴史と伝統を持つ協会で、県内の大学病院、

公的病院、私設病院の院長先生が主な構成メン

バーです。私は 2018 年より、本協会の会長を

務めさせて頂きました。この 6 月で退任するま

での 4 年間、会員の皆様には本協会の活動を助

けて頂き、大変感謝しております。また、本協

会の活動を通じてたくさんの方々にお会いする

ことができ、私自身、地域医療を包括的に理解

する機会を頂きました。大変有り難うございま

した。

会長としての任期は、新形コロナウイルス感

染症が全世界を席巻し、福岡県も全力でそれに

当たらなければならない時期に重なってしまい

ました。その間、各病院は、福岡県、福岡市の

感染症対策にそれぞれの立ち位置に合わせてベ

ストを尽くし、極めて難しい状況下において地

域医療の維持に努めてきました。現在第 6 波も

過ぎつつありますが、この時期の意思疎通のプ

ラットフォームとして、本協会は大きな役割を

果たせたと思います。パンデミックは、定期的

に人類を襲ってくる宿痾とも呼べるものです

が、高度医療の開発が進む現代医療体制におい

てもパンデミック感染症対応には積み重ねがな

く、今回の新形コロナウイルス感染症は、パン

デミックに対する意識と知識、そして対応能力

を高める得がたい機会であったとも感じていま

す。

このコロナ禍を通して明らかとなった事のひ

とつは、国民の健康を守るため、医師に限らず

地域医療を支える医療職の育成が重要であり、

医療情報を活用した教育体制に新たな工夫が必

要であることです。本協会の財政の屋台骨でも

ある数々の教育事業が滞ったことは残念でした

が、来年度からは徐々に復活し本来の姿に戻っ

ていくと予想されます。今後はまだ歪みの目立

つ新専門医制度を医師教育システムに取り込む

という課題があります。更に医師の働き方改革

がいよいよ佳境を迎えます。これらふたつの大

きな課題を、福岡県の地域医療事情を十分に考

えて、医療に携わる多職種の医療人それぞれの

役割、立場、生き甲斐などを俯瞰し考慮して、

適切に地域医療体制に織り込んでいく必要があ

ります。本協会が果たすべき役割は大変大きい

と考えます。

皆様からのこの 4 年間のご協力とご指導に心

より感謝申し上げます。本協会は今年度より新

しい会長に中村雅史九州大学病院長を迎えま

す。新しい体制において本協会本来の様々な事

業が今まで以上に活性化し、福岡県地域医療の

要として益々発展して行くことを祈念致しま

す。
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福岡県病院協会
会長就任のご挨拶
公益社団法人福岡県病院協会

会長　中村 雅史

本年７月から、前任の赤司浩一先生の後任と

して、福岡県病院協会会長を拝命することとな

りました九州大学病院長の中村雅史と申しま

す。本協会は昭和 25 年 12 月 9 日に日本で最初

の病院協会として設立され、以来、地域医療の

向上や県民の健康増進に寄与する活動を行って

きました。その初代会長は九州大学第一外科

第２代教授である赤岩八郎先生でした。私は

2015 年より第８代の旧第一外科（臨床・腫瘍

外科）教授を拝命しており、偉大な先達の後継

として本協会会長の任に就くことを光栄に思う

とともに、身の引き締まる思いも感じています。

私は九州大学を昭和６３年に卒業後、同第一

外科に入局し４年間福岡県内の病院で修練を積

み、その後がんセンター中央病院や九州大学大

学院、ハーバード大学等で一貫して癌の臨床と

研究に関する研鑽を続けて参りました。2011

年に川崎医科大学消化器外科主任教授を拝命し

た後、2015 年から九州大学臨床・腫瘍外科教

授、2018 年より九州大学病院副病院長（危機・

医療安全担当）に任じられ、2022 年 4 月より

同病院長を拝命しています。副病院長 2 年目の

冬に、現在も収束の目処がたっていない新型コ

ロナウイルス感染症が発生し、執行部の一員と

してこのパンデミックへの対策を行ってきまし

た。そして、この新型感染症に対する経験から、

県民の方々の健康を守るためには行政も巻き込

んだ地域医療機関の協力体制が必要不可欠であ

ることを改めて痛感しました。

医療機関を取り巻く環境は大きく変化してき

ており、上述の新型コロナ感染症の他にも様々

な課題への対策を迫られています。将来の医療

需要予測に基づいた福岡県医療構想、副業・兼

業先も就業時間に含めた医師の働き方改革、新

専門医プログラム等、一医療機関では対応不可

能であり、地域の医療機関が連携して取り組む

べき課題が待ったなしの状況で山積していま

す。本協会は、県内の大学病院、公的病院、私

設病院 250 病院の病院長が参加しており、今後

ますますその役割が重要となってきています。

本協会の活動を通じて、このような山積する課

題に対する検討・議論・提案を全会員施設とと

もに活発に行って参ります。

また、県民のみなさまに医療に関する我々の

姿勢や情報を直接伝え、また、県民のみなさま

の思いや要望をお聞きする活動も、各地での県

民公開医療シンポジウムや、昭和 28 年から毎

月発刊している福岡県病院協会誌「ほすぴた

る」を通じて継続して参ります。

地域医療は役割が異なる様々な得意分野や規

模を持つ医療機関の連携により成り立っていま

す。そして、各々の施設は多くの職種のチーム

ワークにより運営されています。本協会の活動

を通じて、福岡県の医療に携わる様々な医療機

関や職種の方々の連携をさらに強力にして、山

積する課題に対応して福岡県の医療を守り、発

展させて参りたいと思います。

皆様からのご支援・ご指導を、何卒よろしく

お願い申し上げます。
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特別寄稿

平成 2年の暮、携帯電話が鳴りました。『息が
苦しくて病院に来た。胸に水が貯まっていると言
われた。』、『水は両肺か片肺か』、『片肺や、何が
考えられる』、『いろいろ、あるけん、そちらに急
いでいく』と答えて病院に急いだ。病院に着く
と、胸水からがん細胞が検出されていた。小川知
事は毅然と、『県民との約束がある。何でもする。

最善の治療法を考えて欲しい。』、石橋九州大学学
長と首を垂れて話を聞いた。知事本人と当該病院
長や診療科部長と、分子標的薬のマッチングを急
ぎ、九州大学に転院して治療に全力を傾ける。全
国的な先進施設とセカンドオピニオンを行なうこ
ととした。コロナ感染症の第３波の流行と歩調を
合わせるように、病状が進行して胸水の産出量が
一日 1L ほどで酸素吸入が欠かせなくなった。そ
して、遺伝子標的薬は全て適応なしであった。
小川知事は連日、胸水を抜き、抗がん剤の副作
用に耐え、人目を避けて酸素投与を受けながら、
コロナ対応の陣頭に立った。令和３年、コロナ流
行の第 3波はピークを迎え、高齢者施設でのクラ
スターが続き、調整本部には調整待ちの認知症患
者が列をなし、重症患者と死亡患者が着実に増加
した。県庁職員はホテル拡張に追われ、病院は増
床に努力を傾注したが、自宅待機患者は飛躍的に
増加した。県庁と小川知事の病床を往復し、寒風
が吹く漆黒の闇でタクシーを探す毎日でした。タ
クシーに乗り込み、体が暖かくなると、何度も１
年前のことが蘇った。
PCR 測定の規準に関して福岡県と医師会は協
議を続けたが、誰が患者をどこでみるかが話題に

なることはなかった。
２種感染症の指定病床
はあるが、戦後 70 年、
その使用経験は皆無で
あった。医師・看護師
の確保、病床機能の回
復から、医師看護師の

予防着脱着訓練、患者導線の確定、何より院内職
員への病院の方針の告知と納得が必須であるが、
具体的な指針は皆無であった。感染症指定病院の
院長の不安と不満が満ち満ちているに違いない。
一同に集まって、不安といら立ち、現状を赤裸々
に共有して、院長が県の方針に共感して一丸と
なって進まないと大変なことになる。県庁で医監
と熱く語りあうと、結局、厚生労働省の通達がな
く、県が独自に動くことは難しいことに尽きた。
福岡東に疑似エボラ患者が入院した折、厚生労
働省のマスコミ発表が福岡東に配慮を欠いたもの
であった。厚生労働省から派遣された医官に苦情
を言った。『先生のご指摘は理解できたが、修正
することは難しい、マスコミも応じないと思う』、
そこで、福岡県と古賀市に協力をお願いしたとこ
ろ、『厚生労働省の発表を変える権限はない。悪
いが、そのまま発表させてもらう。先生がマスコ
ミに病院の見解を発表する以外にないと思う』と
つれない返事であった。当院に押し寄せたマスコ
ミにざっくばらんに、経緯を相談したところ、『日
本は官僚支配の国。県や市町村は独立して見える
が、ある種、支店や代理店のようなもの。可能な
限り協力しよう』と同情された。

故小川洋知事を偲ぶ会、小川知事と医療、
コロナ感染症 公益社団法人福岡県病院協会　顧問 上野 道雄
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パンデミック感染症には第一線の現場指揮官の
協力が絶対必要と医監を説得、阿吽の呼吸で、小
川知事に電話して公邸に赴いた。『院長会議の主
旨は良く判った。自分も出ようか』と即断された。
感染症指定病院長会議を 3月 1日に開催した。院
長先生には現状と方針を共有共感頂き、コロナ対
応の前線でご奮闘頂いた。そして、協力病院も全
県的に広がり、院長会議で県の方針を協議・検討
する姿勢が定着した。
コロナの医療体制のための医師や看護師はいな
い、日常診療に備えた医療資源から病床や医師、
看護師を供出する必要がある。日常診療への影響
を抑えるため、ホテルを借り上げ、JMATの一
般医師を常駐させて 100-200 人の軽症・無症候患
者の隔離と健康観察を担う準医療施設を立ち上げ
た。福岡県は通常の感染症指定病床とホテルの準
医療施設を合わせて、医療提供体制とすることと
した。九州山口 ECMO協力体制の構築やアビガ
ンの早期投与体制の構築、福岡県と政令市との協
議にも、市長に直接、電話をかけて頂いた。小川
知事のガバナンスで、福岡県は他の都道府県と異
なる医療提供体制を整えた。当県の医療提供体制
はどうにか第 3波を守り切った。
知事の病状は悪化の一途であった。酸素投与を
受けながら、知事は苦しい息遣いで福岡の事情を
厚生労働大臣に伝えた。ハラハラと見守る小生
に、振り返って『言うことは言った』との知事の
顔色に、『酸素を』と言って、言葉を飲んだ。小
川知事は正直に胸水の貯留を県民に告げ、日時を
限った最後の入院となった。抗がん剤が漸く効果
を発揮し、胸腔ドレーンが取れ、酸素投与を中断
した。小川知事はコロナとの闘いからの撤退を決
意して、県民に慟哭の謝罪と辞職を告げた。
第３波が漸く治まると、関西地区での医療崩壊
の危機的な状況が報じられた。病床の拡張が必要
であるが、県の要請で病院は拡張した直後で、更
なる拡張の可能性が危惧された。病院長会議で関
西地区の医療崩壊の可能性、深刻であった第３波

の状況、新たな目標と要望を伝えた。襲来までの
短い時期に、コロナの医療提供体制は病院病床が
500 床（802 床→ 1312 床）、宿泊病床が 700 室（1387
室→ 2106 室）、全医療機関から水がしみ出るよう
に拡張され、最大の増床率であった。病床の知事
に、『各施設が自立的な努力を発揮した。知事の
英断で始まった病院長会議の賜物』と伝えると、
自分も参加したかったと、微笑まれたが寂しげで
あった。そして、第４波が襲来した。酸素飽和度
を利用できない保健所のトリアージは深刻な事態
を招いた。
ホテル病床と病院病床の機能分化が不十分で、
病院病床には 40% を越える軽症患者が収容さ
れ、ホテル病床には酸素飽和度が 93% 未満の中
等症患者が溢れ、酸素投与を強いられた。幸い、
ホテル宿泊病症での死亡患者は皆無であった。政
令市の保健所長の話では、自宅待機患者は酸素飽
和度計で呼吸機能を診断し、保健所の公用車で対
応した。病院の受け入れが困難な際は、ホテルに
事情を話して一晩、預かってもらい、感謝してい
るとのことであった。当方の想定を超えて、県と
政令市の現場では協力が実践されていた。第４波
は深刻な状況で、福岡の医療も医療崩壊の一歩手
前であった。県当局との阿吽の呼吸で実現した小
川知事のガバナンスで、どうにか医療崩壊を免れ
た。小川知事には真摯に感謝した。
小川知事は再起して県民の期待に応える義務が
あると、最期まで肺ガンと闘われ、県民のことを
案じながら 11 月 2 日、永眠された。合掌。
故小川洋知事を偲ぶ会（初盆会）を企画しまし
た。発起人は松尾新吾九電特別顧問、服部誠太郎
知事、石橋達朗九州大学学長、横倉義武元日本医
師会長、蓮澤浩明福岡県医師会長等々で令和 4年
8月 9日（火曜日）、午後 2-4 時、ニューオオタニ
博多、４Ｆ 鶴の間で開催します。福岡県の医療
と小川知事を偲びたいと思います。職員を誘って
ご出席をお願いします。
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VOICE

フォーミュラリは標準的な
薬物療法を提供するためのツール

公益社団法人福岡県病院協会　参　与
公益社団法人福岡県薬剤師会　副会長 神村 英利

わが国の多くの医療従事者には、フォーミュ

ラリは耳慣れない用語と思われます。米国で

は、フォーミュラリは「疾患の診断、予防、

治療や健康増進に対して、医師をはじめとす

る薬剤師・他の医療従事者による臨床的な判

断に必要な、継続的にアップデートされる医

薬品のリストおよび関連情報」と定義されて

います。一方、わが国では団塊の世代が後期

高齢者に移行する2025年を見据えて策定され

た経済財政運営と改革の基本方針（以下、骨

太の方針）2016で、生活習慣病等の処方の在

り方を検討することが示されました。これを

踏まえた薬価制度の抜本改革に向けた基本方

針（2016 年 12 月）において、国民皆保険の

持続性、イノベーションの推進、国民負担の

軽減、医療の質の向上を目指すことが示され

て、有効で安全なうえに、経済的な薬物療法

が行われるように、国はフォーミュラリを推

奨するようになりました。このような経緯か

ら、わが国ではフォーミュラリとは有効性、

安全性、経済性を勘案して選択された医薬品

のリストあるいは医薬品の使用ガイドライン

で、標準的な薬物療法を提供するためのツー

ルという位置づけです。

フォーミュラリには、特定の医療機関で策

定・運用される院内フォーミュラリと一定の

地域で使用される地域フォーミュラリがあり

ます。院内フォーミュラリは患者が多くて非

専門医も診療せざるを得ない疾患（消化性潰

瘍、高血圧症、脂質異常症、糖尿病、不眠症、

感染症等）の治療薬や診療科横断的に処方さ

れる薬効群について策定されています。一方、

地域フォーミュラリは、地域の医薬品使用数

量シェアを重視したものや過疎地では医薬品

の安定供給を目的としたものが策定されてい

ます。

わが国で使用されているビスホスホネート

製剤のうち、骨密度、椎体骨折、非椎体骨折、

大腿部近位部骨折、ステロイド性骨粗鬆症の

いずれの適応症に対しても第 1選択薬に位置

づけられ、しかも後発医薬品が販売されてい

るのはアレンドロン酸とリセドロン酸です。

また、後発医薬品は先発医薬品の物質特許期

間終了後に開発されるため、利便性が高いも

のが多いのです。そして、バイオ後続品には

先行バイオ医薬品を対照にした臨床試験が課

せられ、製造販売承認後は医薬品リスク管理

計画に基づいて医薬品安全性監視活動とリス

ク最小化活動が実施されます。さらには、薬

価は高額な先行バイオ医薬品の 0.7 倍以下で

す。このように、後発医薬品とバイオ後続品

は有効性と安全性が担保され、利便性が高く、
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経済的な医薬品であることから、フォーミュ

ラリの推奨薬になる条件を満たしています。

骨太の方針2021ではフォーミュラリ等を利用

して後発医薬品の更なる使用促進を図るとし

ていますが、有効性と安全性に経済性と利便

性を加味して医薬品を選択するならば、後発

医薬品やバイオ後続品が第 1選択薬になると

思われます。一方で、後発医薬品やバイオ後

続品がない薬物も多く、フォーミュラリは新

薬の採用や使用を制限するものではありませ

ん。実際に、先発医薬品や先行バイオ医薬品

を推奨薬にしているフォーミュラリも存在し

ています。

ある病院では、フォーミュラリの策定前は

アレンドロン酸内用ゼリー（先発医薬品）の

処方割合が約 70％を占めていましたが、策定

後は約 30％（40％減）となり、代わりに同成

分の後発医薬品の処方割合が約40％増加しま

した。穿った見方かもしれませんが、以前は

ゼリー剤でなくてもよい患者にも処方されて

いたのが、フォーミュラリを策定することで

医薬品が適正に使用（患者ごとに最適な医薬

品が処方）されるようになったのかもしれま

せん。

フォーミュラリを策定している医療機関の

大半は、処方時の参考資料という認識で、推

奨薬以外の処方も可にしています。つまり、

フォーミュラリは医師の処方を制限するもの

でもありません。標準的な薬物療法を適用で

きない患者には、医師の裁量で適切な薬物療

法が提供されるべきです。

院内フォーミュラリは、院内の諸事情に応

じて策定することができますから、自由度は

高いと言えます。一方、地域フォーミュラリ

の医療経済効果は院内フォーミュラリより高

いのですが、策定・運用には医師会と薬剤師

会、さらには地域によっては基幹病院、行政

機関、医薬品卸売販売業者、保険者等の合意

が必要ですから、難易度は高くなります。

2021年度の調査によると、院内フォーミュ

ラリを策定している医療機関は回答施設の 1

割弱、策定予定の施設は 2割弱で、前年度に

比べると増えていますが、7割強の施設は、

これから取り組むテーマです。また、地域

フォーミュラリが策定されている地域は数か

所です。しかしながら、2025年を目途に地域

包括ケアシステムが構築されますから、各地

で地域フォーミュラリが策定されれば、転院・

退院で主治医が交代しても一貫した薬物療法

が提供され、持参薬鑑別とそれに基づく疑義

照会や処方提案が簡素化され、医薬品の不良

在庫が減少するとともに、供給が安定すると

思われます。これらのことから、地域フォー

ミュラリの策定・運用も地域包括ケアシステ

ムの構築に向けて取り組む課題と言えるで

しょう。

表　フォーミュラリの特徴と課題

１．標準的な薬物療法を提供するための推奨薬リストまたは医薬品使用ガイドライン

　　（専門医が最先端の薬物療法を提供するためのツールではない）

２．有効性、安全性、経済性、利便性から後発医薬品・バイオ後続品が推奨されるが、新薬の採

用および医師の処方を制限するものではない

３．地域フォーミュラリの策定は、地域包括ケアシステムの構築に向けて取り組む課題
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new  face

就任のご挨拶

社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院

病院長　谷口 雅彦

本年 4月から、雪の聖母会　聖マリア病院の

院長職を拝命いたしました谷口雅彦と申しま

す。1991 年に宮崎医科大学を卒業し、宮崎で

7年間外科医としての修練を積み、肝臓外科を

学ぶべく国立がんセンターに参り、その後肝移

植医を志すべく北海道大学に移りました。以後

14 年間、北海道各地やアメリカで移植医療、

地域医療を学びました。その後 4年間旭川医科

大学で肝胆膵・移植外科に従事し、ご縁あり

2014 年に久留米に参りました。久留米に来て

からの 7年間、北海道で生まれた子供たちはこ

の筑後地域に育てて頂きました。

釈迦に説法ですが、医療は常に歴史の積み重

ねであり、先人たちの心血を注いだご尽力の上

に成り立っています。化学療法然り、外科手術

然り、昨今の COVID-19 感染もまた然りかと

思います。我々医療者は常にその歴史を重ん

じ、その歴史の上に立つものとして、我々もま

た新たな歴史を積み重ね、そして次の世代の

方々に立って頂く義務があります。我々聖マリ

ア病院は、1915 年の井手内科医院に始まり、

1953 年に現在の聖マリア病院となって以降、

70 年の長きに渡り地域に根ざし、新生児医療、

救急救命医療、透析医療、そして総合病院とし

て、地域医療に貢献して参りました。この歴史

を踏まえ一層地域医療に貢献できるよう、今後

さらに地域の医療機関と連携し、地域を 1つの

ユニットとして捉え、より質の高い医療を目指

して参ります。院内では、既存のセンターを働

く場として集約化すべく、現在の救命救急セン

ターに加え、がんセンター、循環器・脳血管セ

ンター、生活習慣病センター、こども医療セン

ター等を新設します。そして医療現場の問題を

「研究」という形で解決する文化を根付かせ、

そしてそれらを実践できる人材を育成する「教

育」に一層の力を注いで参ります。研究におい

ては、研究センターを新設し、研究支援ユニッ

トを発足させ、臨床研究・治験に力を入れて参

ります。教育においては、教育・研修センター

を設け、毎年迎える 18 名の初期臨床研修医を

全診療科挙げて教育する体制を構築します。

グローバル化、ダイバーシティ化、IoT 化が

加速度的に進む社会の中で、我々はさらに高

度医療を充実させ、最新の医療情報や我々の診

療実績などを常に発信し、「患者さんに選ばれ

る存在」になることを目指さねばなりません。

他方、2024 年からの医師の働き方改革も待っ

たなしです。このような大変厳しい社会的背景

の中で、全職員、さらには地域医療に携わられ

る方々と一緒に地域医療に邁進したいと思い

ます。夢があれば人が集まる、人が集まれば知

恵が集まる、知恵が集まれば夢が叶うと信じ、

「全ては患者さんのために」という大きな旗の

下、夢を持って世界に情報を発信できる病院を

目指します。ご指導何卒よろしくお願い申し上

げます。
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2022 年 4 月、コロナ禍においては 2 度目の
診療報酬改定が行われました。当然ながら、新
興感染症への対応が最重要課題として掲げら
れ、それと共に、働き方改革の推進が、前回改
定に引き続き重点課題として位置付けられまし
た。具体的には、地域医療確保を図る観点から
救急医療提供体制の評価、医師の長時間労働抑
止をはじめとする勤務環境改善の取組の評価、
タスクシフトの評価、業務の効率化に資する
ICT の利活用の推進の４点が明記されており
ます。この内、各医療機関における喫緊の課題
は「医師の長時間労働抑止の取り組み」かと思
われます。2024 年 4 月から医師の時間外労働
の上限は、年 960 時間、月 100 時間未満（どち
らも休日労働含む）と定められました。例外と
して、緊急性のある医療を提供する地域医療確
保暫定特例水準（B 水準）、研修医や高度な技
術取得のための研鑽を積む医師を対象とした集
中的技能向上水準（C 水準）が設定されていま
す。どちらも時間外労働の上限は年1,860時間、
月 100 時間未満です。なお、B 水準はあくまで
暫定的な措置であり、2035 年度末までに解消
するとしています。C 水準も同時期までに縮小
する方向です。今後、B・C 水準の申請を予定
する医療機関を中心に、宿日直許可の取得や医
師労働時間短縮計画の策定などの対応が急がれ
ます。そして、タスクシフトの評価や ICT の
利活用の推進というのは、医師をはじめとする
医療従事者の働き方改革の推進を下支えし、病
院の未来を創るものであると言えます。少子高
齢化社会が進む日本社会において、今後、労働
生産性に係る人的リソースは減り続ける一方で

あり、特にサービス業や医療・福祉分野で深刻
な人手不足が生じることは周知の事実でありま
す。そういった環境下で、各医療機関が質の高
い医療を提供し続けていくためには、デジタル
ツールや IT 技術の活用によって、労働生産性
を高めていくほかありません。既に慢性的な人
材不足が続く介護の現場においても、同様に人
材確保やテクノロジーの活用は重要な課題と言
えます。2024 年の医療・介護同時改定では、
より一層医療・介護の現場におけるデジタル化
が加速するのではないでしょうか。

また、内閣府が提唱する超スマート型社会
「Society5.0」においても、医療・介護は重要
な位置付けとされております。Society5.0 は、
狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、
工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）
に続く、日本が目指すべき社会の姿とされてお
ります。ビッグデータ活用や AI 解析、ロボッ
ト技術等により、人が負担していた作業をイノ
ベーション技術が代行・支援し、人間が人間ら
しく快適で豊かな生活を送るというコンセプト
で、少し壮大なテーマに感じますが、医療・介
護の分野においては、既に多面的な導入が始
まっております。特に、健康寿命の延伸に焦点
が定められ、PHR の推進や、ビッグデータ・
AI を駆使した予防医学の発展が進められてい
ます。その他にも、介護現場でのロボット支援
や遠隔診療など、人手不足の解消や負担軽減の
観点からもその動向が注目されています。

当院では、種々の社会的背景や外部環境分析
を元に、2021 年 4 月に「DX 戦略チーム」を立
ち上げました。病院長直轄のプロジェクトとし

デジタル化が創造する病院の未来

病院管理

新田 怜
りょう

1）2）　　　田中 健一1）3）

中島 克洋1）　　松浦 弘

福岡県済生会福岡総合病院
1）DX戦略チーム  
2）経営企画課兼経営分析室   
3）医事課兼経営分析室



14　／「ほすぴたる」№ 761（2022 年７月号）

て位置付け、この 1 ～ 2 年間を集中的な活動期
間としています。DX とは、デジタルトランス
フォーメーション（Digital Transformation）
の略語です。近年、デジタル化による企業変革
を表す言葉として使われており、医療業界でも
その流れは加速しております。このプロジェク
トは、単に個々の業務をデジタル化していくも
のではなく、中長期的に、医療サービスのみな
らず、労働環境や組織風土など病院全体がデジ
タル技術の採用によってより良い方向に変革し
ていくことを目的としました。事務部が中心の
メンバー構成ですが、組織横断的活動を行うた
め、看護部をはじめとする多職種がメンバーと
して参画しています。

これまでの取り組みを一部紹介させていただ
きます。まず、ビジネスチャットツールの活用
です。当院では、全医師や各部門の役職者、
約 270 名を対象としました。院内にいなくても
正確で抜けのないコミュニケーションが可能と
なり、緊急時の情報発信ツールとしてだけでな
く、災害時の自主登院可否確認、医師向けの研
修情報の共有、毎日の病床情報（病棟毎の稼
働状況、科ごとの月間新入院数、DPC 期間Ⅱ
超）共有などに活用しています。次に、ワーク
フローの活用です。院内のあらゆる決済書類に
ついて、紙回覧＋押印を廃止し、グループウェ
ア上での決済とすることで、ペーパーレス化及
び情報伝達速度の向上を目指しました。まず
は、院内に存在する書類の洗い出しから始め、
ペーパーレス・押印廃止可能なものを抽出しま
した。院内には相当数の書類が存在しており、
洗い出しに苦労したのは言うまでもありません
が、出現頻度の高い書類からデジタルシフトし
ていくことで、各担当者により効果を実感して
もらいました。それが組織全体に広がり、浸透
するまでさほど時間はかかりませんでした。当
院では、各種委員会の議事録が院長を含む数名
の承認者を通過した後、グループウェアで院内

周知される運用となっておりますが、ワークフ
ローの導入後は、委員会が開催された日から起
算して、概ね一週間程度で議事録が院内周知さ
れております。現在、100 種以上のワークフロー
が稼働しており、更に対象範囲を拡大中です。
最後に、RPA の活用です。RPA は、一定のルー
ルに基づいた作業を自動化することの出来る
ツールであり、主に事務部門に存在する多くの
定型業務を置き換えることが可能です。現在、
積極的なタスクシフティングで数多くの業務移
管が推進されていますが、移管先の業務が増大
する一方であれば、結局は人員補充を考慮する
必要性が生じ、組織全体の業務効率化とは言え
ないかと思います。当院では、その移管先の業
務を RPA に更に移管する、ダブルタスクシフ
ティングの仕組みづくりを進めています。人手
が取られる作業をロボットに任せることによる
業務の効率化だけでなく、担当者が定型業務か
ら解放されることで、考える時間が生まれ、よ
り付加価値の高い業務に注力することが可能と
なります。RPA は、組織全体の業務効率化だ
けでなく、労働生産性の向上に大きく貢献でき
るツールであると考えています。

病院の未来を創るデジタル化ですが、仕組み
づくりの際に該当部署に業務負担が生じること
もあり、現場からの反発や反対意見が挙がるこ
とも多くあります。また、導入後すぐには効果
が得られないものもありますので、私たちは介
入する際に、納得性の高い説明を心掛けること
と、何よりその先の未来を分り易く示してあげ
ることが大切だと考えています。デジタル化は
目的ではなく、一手段に過ぎません。生産年齢
人口が減少していく中でも、デジタルツールや
IT 技術の活用によって、業務効率化と共に医
療の質を更に高め、働き方や勤務環境の改善、
そして、患者さんや地域の先生方の利便性を向
上させるスマートホスピタルを目指していくこ
とが最終目的と考えております。
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◎私設病院協会 令和４年５月～６月の動き

◎令和４年度 第２回理事会
日　時　５月10日（火）午後４時〈web会議〉
議　題
　1.　会長あいさつ　
　2.　協議事項

⑴ 会員異動について
⑵ 研修会について
⑶ 新型コロナウイルス感染症対応について
⑷ 地域医療構想について
⑸ 第９回定時総会について

3.　報告事項

◎事務長会運営委員会
日　時　５月19日（木）午後３時〈会議室〉
議　題
　1.　協議事項

⑴ 令和４年度診療報酬改定の影響について
⑵ 事務長会企画９月研修会について
⑶ 情報交換について

2.　報告事項

◎第９回定時総会
日　時　５月27日（金）午後４時

〈協会看護学校４階　講義室〉
議　事　報告事項１　令和３年度事業報告

第１号議案　令和３年度計算書類承認の件
報告事項２　令和３年度公益目的支出計画

実施報告
報告事項３　令和３年度事業計画について
報告事項４　令和３年度予算について
第２～５号議案　役員改選について

出席会員数　188 名（本人出席　19 名、委任状出席　169 名）

◎臨時理事会
日　時　５月27日（金）午後４時45分

〈協会看護学校４階　講義室〉
議　題　⑴ 会長の選定　 ⑵ 副会長の選定

⑶ 専務理事の選定　⑷ 会計理事の選定
⑸ その他

◎看護部長会運営委員会
日　時　６月３日（金）午後３時〈会議室〉
議　題

1.　協議事項
⑴ 11月研修会企画案について
⑵ 2022年度診療報酬改定とその対応について
⑶ 認知症対策（認知症デイ）について
⑷ 在宅支援について
⑸ 主任・課長などの基準について

２．報告事項

◎令和４年度 第３回理事会
日　時　６月14日（火）午後３時30分〈会議室〉
議　題 

１．会長あいさつ　
２．協議事項

⑴ 新役員体制による担当（案）について
⑵ 行政・関係団体等の委員就任等（案）に

ついて
⑶「事務長会運営委員会」「看護部長会運営

委員会」委員改選について
⑷ 会員異動について
⑸ 研修会について
⑹ 新型コロナウイルス感染症対応について
⑺ 地域医療構想について
⑻ 私病協 60 周年誌の構成について
⑼ 役員退職慰労金について
⑽ 職員の賞与について
⑾ 第14回県民公開医療シンポジウムへの名義

後援について
⑿ 福岡市 内科系二次病院（平日夜間・休日）

の新規参加病院について
3.　会議等報告
4.　報告事項

◎広報委員会
日　時　６月14日（火）午後５時〈会議室〉
議　題　１．福私病ニュースの編集について

◎研 修 会〈参加数　110名〉
日　時　６月20日（月）午後４時～６時
場　所　天神ビル 11 階　10 号会議室
演　題　「最大で最強の地域包括ケア病棟 ver.2.0」
講　師　（一社）地域包括ケア病棟協会　会長

（医）和楽仁芳珠記念病院　理事長
仲井培雄 氏
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ヴェサリウスのファブリカに始まった「1543
年への旅」シリーズの最後は「鉄砲伝来とその後
の日本歴史の変遷」で締め括ることにしたい。
NHKの大河ドラマに何度も登場した読者の皆様
がよく御存知の話ばかりではあるが、御笑覧いた
だければ幸いである。

天文 12 年（1543 年）8月 25 日、秋の嵐が日本
列島を吹き荒れた日の翌日、一隻の異国船が種子
島南端の門倉岬へ漂着した。古い文献では、この
異国船のことをポルトガル船と記述しているもの
が多いようであるが、実際は当時ポルトガルの東
洋進出の拠点となっていたマレー半島南部のマ
ラッカから出航して来た中国船だったという説が
有力である。
この異国船には約 100 名の人達が乗り組んでい
たのであるが、その中に 3名（2名という説もあ
る）のポルトガル人が含まれていた。日本人が初
めて接することになった南ヨーロッパ系の人達
（南蛮人）である。そしてこのポルトガル人達は
「凄まじい轟音とともに稲妻のような光を放つ奇
妙な鉄の筒」を携えていたのである。

日本人が 1543 年秋に初めて出会ったこの奇妙
な鉄の筒「鉄砲」は、現在種子島の鉄砲館に展示
されているということであるが、長さ約 1メート
ル、重量約 2.5 キログラムの火縄銃で、現在日本
各地に残っている火縄銃と比較するとやや小振り
ということである。製作地もポルトガルではな
く、マラッカで製作されたものではないかと考え

られている。
当時種子島を統治していたのは、満 16 歳の若
い第 14 代藩主種

たねがしま

子島時
とき

尭
たか

（1528 ～ 1579）であっ
た。時尭はこの新兵器に大変興味を抱き、大金を
支払って（現在の貨幣価値に換算すると約 1億円
と言われている）これを購入したのである。時尭
がこのような大金を支払っても、鉄砲を購入した
のにはそれなりの理由があった。種子島氏は鉄
砲伝来の僅か半年前の 1543 年 3 月に、大隅半島
の禰

ねじめ

寝氏に攻め込まれ、領土であった屋久島を奪
い取られていたのである。屋久島奪還を目指す時
尭にとって、この新兵器はどうしても手に入れた
かった品物であったのである。時尭は鉄砲を購入
するや否やその複製の製作に取り掛かった。種子
島は質の良い砂鉄が採れる鉄の産地で、時尭の時
代は多くの刀鍛冶が活躍していたので、この点も
大変好都合でもあった。
鉄砲の製作を命じられたのは八板金兵衛以下の
10 人の刀鍛冶職人であったが、彼等は一つの大
きな難問に突き当たった。火縄銃は火薬の燃えか
すを取り除くために、鉄砲の末端は取り外しが可
能なように螺

ね じ

子で止められていたのであるが、こ
の螺子の技術が日本にはなかったのである。種子
島の職人たちの間では日本刀を造る技術は高度に
発達していたのであるが、どのようにして円筒の
内側に雌ネジを切り込んでいくかということが判
らなかったのである。
どうしても螺子の作り方が判らずに思い余った
金兵衛が、17 歳になる娘若

わか さ

狭をポルトガル人に
嫁がせて、その製法を伝授してもらったという物
語（若狭伝説）が種子島には伝承されている。西

にし

之
のおもて

表市には若狭の墓という墓石があり、そこには

奇妙な鉄の筒

国立病院機構九州医療センター　名誉院長
学校法人原学園原看護専門学校　名誉校長 朔　元 則

1543年への旅
～その６　鉄砲伝来から長篠の合戦まで

Letters from an aging surgeon

国産化への着手
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若狭忠孝の碑なるものも建立されているというこ
とである。
この若狭伝説が史実であったかどうかというこ
とは別として、古来より日本人が外国の優れた技
術を導入する時にみせる執念の凄さをよく物語っ
ている話であると言えよう。そして鉄砲伝来から
僅か 1年後の 1544 年、種子島時尭はついに国産
鉄砲第 1号器を手に入れたのである。

国産鉄砲第1号が完成した1544年頃の日本は、
室町幕府第 12 代将軍足利義晴の治世であるが、
北条氏康（1515 ～ 1571）、武田晴信（信玄、1521
～ 1573）、今川義元（1519 ～ 1560）、毛利元就（1497
～ 1571）等の戦国大名が各地で覇を競っていた。
最も早く鉄砲を実戦で使用したのは、種子島時
尭と姻戚関係にあった島津氏で（時尭の正室は島
津忠良の娘、娘は島津義久の正室）、国産鉄砲完
成から 5年後の 1549 年のことであったと記録さ
れている。しかし極々小規模のものでしかなかっ
たと考えられる。
この時期、新進気鋭の戦国大名であった武田晴
信や毛利元就達も鉄砲には大変興味を抱いていた
と考えられているが、鉄砲を大量に装備するまで
には至らなかったようである。

日本本土で鉄砲生産にいち早く取り組んだのが
北近江（現在の滋賀県長浜市周辺）の国友村であっ
た。近江は当時浅井氏の支配下にあったため、浅
井氏と同盟関係にあった織田信長（妹の市を浅井
長政に嫁がせていたのは有名な話である）にとっ
ては真に好都合であった。「国友鉄炮記」には、
信長が 500 挺という大量の鉄砲を注文したという
記録が残されているということである。
1568 年に信長は足利義昭を奉じて上洛に成功
したが、この時副将軍の地位に就くことを断りそ
の代わりに堺、草津、大津に代官を置いて、この
地を自らの監督下に置くことを望んだということ
である。堺は国友村と並ぶ鉄砲の生産地であり、

かつ海外との交易の窓口でもあったのである。
その後、浅井長政の裏切りから浅井氏と敵対す
るようになった信長は、姉川の合戦（1570 年）で
浅井氏を滅亡させ近江を完全に掌握。国友村のあ
る長浜城主には腹心の部下羽柴秀吉が就任した。
このあたりは戦国物語の中でも最も有名な話であ
り、これまで数々のドラマに仕立て上げられてい
るので、いまさら詳述することもないであろう。

鉄砲が一躍戦国の主役の座に踊り出たのは、天
正 3年（1575 年）5 月 21 日織田信長と徳川家康
の連合軍が武田勝頼率いる騎馬軍団と激突した長

なが

篠
しの

設
しだらが

楽原
はら

の合戦である。信長軍は最前線の馬防柵
の後に三段構え（連射出来ない火縄銃の欠点を補
うため、火縄への点火時期を少しずつずらして隊
全体として連射出来るよう工夫した 3人一組の編
成）の鉄砲隊を配置し、戦国第一の武田騎馬軍団
を壊滅させた。この時信長軍が配備していた鉄砲
の数は 3000 挺と言われている。
長篠の合戦は戦国の歴史を変えた大変有名な戦
いであるので、現在も様々な角度から検討が進め
られている。昨年放映されたNHKテレビ「大戦
国史」では、長篠の古戦場から発掘された両軍の
弾丸の違いが論ぜられていた。信長軍の弾丸の原
材料は鉛、武田軍のそれは銅であったということ
である。詳細な分析の結果では信長軍の鉛はタイ
の鉱山で産出されたもの、武田軍の銅は明銭を鋳
つぶしたものということであった。鉛は溶解温度
が低く加工が容易で、弾丸の材料としては銅より
も遥かに優れている。堺を押さえていた信長は、
鉛の入手も火薬の材料となる硝石の輸入も容易
で、鉄砲の数だけではなく兵士一人当たりの使用
弾丸の数も武田軍を圧倒的に凌駕していたという
ことである。
鉄砲伝来は日本史の中でも大変重要な事項であ
るため、ウィキペディア等を参照すると実に様々
な説があり、取捨選択に困惑する。本稿では最も
スタンダードな説と考えられる「堂々日本史、
KTC中央出版」の記述に準拠した。

信長と鉄砲

時は戦国 長篠設楽原の戦い
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ラーメンの丼には、縁のところに赤い線で

四角い模様が描かれている。その四角は、二

つづつ繋がっていて、ローマ字のＳを横にし

たように見える。これは中国の伝統的な模様

で、「雷
らいもん

文」と言う。

丼の他、インスタント麺の袋にも描かれて

いて、注意して見ると、いくつかのヴァリエー

ションがあった。

1）ローマ字のＳを角張らせて、横に倒し

たもの。東洋水産のマルちゃん、サン

ポー軒の九州ピリ辛などである（図1）。

2）四角の巻き込みが二重になったもの。

一蘭とんこつ（エースコック）、ニュー

タンメン（サンヨー）がある。

3）巻き込みが逆向きのもの。エースコッ

ク RAGE ししゃもだし。

4）雷文がつながらないもの。佐賀県伊之

助とんこつラーメン（図 2）。

5）雷文をくずした型。東洋水産マルちゃ

んのガラだし味噌。

雷文は、各社が独自のデザインを試みてい

て、面白い。

essay

元 医療法人誠十字病院
平衡神経科　医師 安田 宏一

ラーメン丼の縁模様

図１　焼きそばの袋（周囲に雷文） 図２　雷文がつながらない紋様
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慈愛に満ちた母親から乳飲み子に与えられるミ
ルクは、その 87% が水分です。残り 13％が固形
栄養成分ですが、そのうち乳糖（ラクトース）を
主とする糖質が 4.4 〜 4.7%、脂質が 3.3~5.3%、タ
ンパク質が 2.9 〜 3.9％を占めます。

ラクトースは、甘さの程度からすると果糖、ブ
ドウ糖、ショ糖よりも低く、ショ糖の甘さを 1 と
すると乳糖は 0.15 くらいです。母乳中の乳糖含
量は 5 〜 6% なので、0.75 〜 0.9 程度の糖度とす
ると、甘さの知覚閾値は超えますが、これは甘い
とまでいえるものではありません。しかし文学で
は母乳は甘いと相場が決まっており、同時に母親
の優しさを意味します。この優しさ（甘さ）を捨
てるとき女性はもっとも冷酷になれるということ
をシェイクスピアは、『マクベス』においてダン
カン王の弑逆を決意したマクベス夫人に次の台詞
を吐かせて表現しています。

さあ、人殺しの手先ども、このふくよかな
女の胸に忍び込み、甘い乳を苦い胆汁に変
えてしまっておくれ（第一幕第五場）

乳の甘さと胆汁の苦さ、乳の清らかな白と胆汁
のどす黒さの対比が鮮やかです。そして優柔不断
な甘さを捨て切れていない夫には、自分の揺るぎ
ない決意をこう述べて退路を断ちます。

私は子供に乳を飲ませたことがある、自分
の乳を吸われるいとおしさはしっています 
―でも、その気になれば、笑みかけてくる
その子の柔らかい歯ぐきから乳首を引った
くり、脳みそを抉りだしてみせましょう、
さっきのあなたのように、一旦こうと誓っ
たからには。（第一幕第七場）

国立病院機構 都城医療センター
院長 吉住 秀之

人体旅行記　乳房（その十）

eｓｓａｙ

『マクベス』を初めて読んだ中学生の時には、
この怖さがよくわかりませんでしたが、長らく
夫婦として暮らした今読み返してみると、この場
面は端的に怖い。妻が夫を唆して王殺しを実行
させ、結果的に破滅に導くというストーリーも
さらに怖い 1）。シェイクスピアは 18 歳のとき、8
歳年上のアン・ハサウェイという女性と結婚して
います。『マクベス』を書いたのは 41 歳の時で、
その 11 年後 53 歳で亡くなっており、妻のアンは
その 7 年後に亡くなりました。二人の関係がどう
だったか（仲睦まじかったのか冷え切っていたの
かが立派な研究課題となるようです）は、研究者
の間でも議論があるようですが、彼の遺言が、妻
に「2 番目にいいベッドと家具」を相続させると
いうものだったこともいろいろな憶測を呼ぶの
でしょう。門外漢からすると、あんな凄みのある
台詞を生み出せるところをみると、夫婦生活は乳
のように甘いものではなかったであろうと拝察
します。

1）近年、読書を通じて知識を深め、見聞を広
めることは人生を一層豊かにすることであ
るとして、ライフステージを通じた読書活
動の推進が唱えられていますが、こうした
経験はまさにそれにかなったものと言える
でしょう。生涯学習という視点では高齢期
において「学び直し」を健康寿命の延伸に
つなげることが掲げられています。『マクベ
ス』を読みなおし自らの結婚生活を振り返
り、生きる意欲を新たにすることをお勧め
します。
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理 事 会

■福岡県病院協会だより

◎ 第80回時理事会　報告

日　時　令和４年６月28日 ㈫ 16：30～16：55
会　場　オリエンタルホテル福岡

博多ステーション2F フェスタ
（福岡市博多区博多駅中央街4－23）

出席者（敬称略）
会　長　赤司
副会長　一宮、岩﨑、志波
理　事　平専務理事、岩永総務理事、伊東財務

理事、壁村企画理事、江頭、桑野、
島 、 津 留 、 中 房 、 平 城 、深堀、松
浦、森田、山下、横倉

計19名（理事総数25名）
監　事　野村、原
議　長　岡嶋
副議長　梅野
顧　問　今泉、河野

Ⅰ　行政等からの通知文書
特に報告を要するものはありませんでした。

Ⅱ　公益目的事業関係
1　報告事項
⑴ 各種委員会・研修会関係

【開催結果】
ア　第１回看護委員会
中房担当理事から、報告がありました。
日　時　令和４年４月28日 ㈭ 15：00～16：30
開催方法　九州大学医学部百年講堂
協議事項

1. 委員の交代について
2. 令和４年度看護研修会計画について

イ　第１回栄養管理委員会
平城担当理事から、報告がありました。
日　時　令和４年５月11日 ㈬ 15：00～15：45  
開催方法　WEB開催
協議事項

1. 委員の交代について
2. 第70回栄養管理研修会について

ウ　第１回臨床検査委員会
壁村担当理事から報告がありました。

日　時　令和４年６月3日 ㈮ 16：00  　
開催方法　TKP博多駅筑紫口

ビジネスセンター 903号
協議事項

1. 委員の交代について
2. 第７回臨床検査研修会について

【開催予定】
ア　第14回県民公開医療シンポジウム
一宮運営委員長から、説明がありました。
日　時　令和４年８月27日 ㈯ 14：00～16：00
会　場　エルガーラホール　大ホール
テーマ　めざそう！　”元気で長生き”

～健康長寿のヒント～
シンポジウム

座　長　公益社団法人福岡県病院協会
  副会長
国家公務員共済組合連合会
浜の町病院 病院長　 一宮　仁
国家公務員共済組合連合会
浜の町病院 副院長　吉澤誠司

講演１　「健康寿命延伸のために 
—骨粗鬆症と関節疾患― 」

国家公務員共済組合連合会
浜の町病院　整形外科部長・リハ
ビリテーション部長　
馬渡太郎 先生

講演２　「口腔の健康と健康長寿」
九州大学病院高齢者歯科・全身管
理歯科　教授  柏崎晴彦 先生

講演３　「ライフコースワクチン
—思春期から高齢者までのワクチ
ンを中心に—」
福岡看護大学基礎・基礎看護部門 
基礎・専門基礎分野　教授
福岡歯科大学医科歯科総合病院  
予防接種センター長　
岡田賢司 先生

イ　第165回看護研修会
中房担当理事から、説明がありました。
日　時　令和４年８月29日 ㈪ 13：00～16：50

８月30日 ㈫ 13：00～16：30
８月31日 ㈬ 9 ：00～12：40

場　所　九州大学医学部百年講堂　大ホール
定　員　150名
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テーマ　認知症（認知症看護実践力向上研修）
研修内容　認知症の原因疾患と病態・治療／入
院中の認知症患者に対する看護に必要なアセス
メントと援助技術／コミュニケーショ
ンの方法及び療養環境の調整方法／行動・心理
症状(BPSD)／認知症に特有な倫理的課題と意
思決定支援／在宅に向けた看護・介護連携、退
院支援など

Ⅲ　 収益目的事業関係
１　報告事項

⑴各種委員会、研究会関係
【開催結果】
ア　第１回医療事務委員会
伊東担当理事から、報告がありました。
日　時　令和４年６月７日 ㈫ 16：00  　
開催方法　福岡県中小企業振興センター

402号室
協議事項

1. 委員の交代について
2. 第122回医療事務研究会の開催について

【開催予定】
ア　ほすぴたる編集委員会（岡嶋編集長）
岡嶋編集長から、説明がありました。
日　時　令和４年７月12日 ㈫ 17：45～
場　所　福岡県医師会館２F 事務局

及びWEB参加
協議事項

1. ９月号の編集計画について　
2. 11月号の編集計画について

（シンポジウム特集号）
3. その他

⑵ 第１回臨時理事会議事録について
平専務理事から、説明がありました。

⑶ 会長及び業務執行理事の活動状況について
平専務理事から、説明がありました。了承さ
れました。

⑷ ５月分の収支報告について
伊東財務理事から、説明がありました。了承
されました。

⑸ 福岡県医療費適正化推進委員会の委員の
推薦について
平専務理事から、現委員の平理事を引き続き
推薦したとの報告がありました。

⑹ 救急医療情報システム推進委員会委員の推薦
について
平専務理事から、現委員の森田理事を引き続
き推薦したとの報告がありました。

⑺ 専門研修プログラム調整委員会の委員変更及
び推薦について
平専務理事から、内科は現委員の岩永総務理
事から浜の町病院谷口副院長に変わり、他の
４科については現委員の継続で県に報告した
との説明がありました。

⑻ 令和４年度理事会等日程について
平専務理事から、今年度の理事会等の日程に
ついて説明がありました。

２　協議事項　
⑴第10回定時会員総会の議題について

第10回定時会員総会の予定議案のうち、次の
議案について審議が行われました。
① 第３号議案　任期満了に伴う役員の改選

等について
② 第４号議案　異動に伴う参与の委嘱につ

いて
平専務理事から、第３号議案について、役員
候補者数はいずれも定数内であること、赤司
会長の顧問委嘱案を会員総会に諮ること、ま
た、第４号議案について、人事異動に伴い西
日本シティ銀行から推薦があった上原法人ソ
リューション部長を参与に委嘱するとの説明
がありました。
いずれも、異議なく了承されました。

３　行事予定

平専務理事から、説明がありました。
⑴ 令和４年７月

ア　ほすぴたる編集委員会
日　時　令和４年７月12日 ㈫

福岡県病院協会だより
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17：45～
場　所　福岡県医師会館２F事務局

及びWEB参加
⑵ 令和４年８月

ア　納涼会
日　時　令和４年８月23日 ㈫

 18：30～
会　場　割烹よし田（福岡市博多区

店屋町）を予定
イ　第14回県民公開医療シンポジウム

日　時　令和４年８月27日 ㈯
14：00～16：00

会　場　エルガーラホール大ホール
ウ　第165回看護研修会

日　時　令和４年８月29日 ㈪
～31日 ㈬

場　所　九州大学医学部百年講堂
大ホール

テーマ　認知症（認知症看護実践力
向上研修）



「ほすぴたる」№ 761（2022 年７月号）／　23「ほすぴたる」№ 761（2022 年７月号）／　23

九州大学病院

〒 812-8582
福岡市東区馬出 3 丁目 1 番 1 号
電 話（092）641-1151　FAX（092）642-5008
U R L http://www.hosp.kyushu-u.ac.jp

中　村　雅　史病院長

KYUSHU UNIVERSITY HOSPITAL

〒 810-8539
福岡市中央区長浜３丁目３番１号
電 話（092）721-0831　FAX（092）714-3262
U R L https://hamanomachi.kkr.or.jp
E-mail info@hamanomachi.jp

一　宮　　仁病院長

〒 814-0180
福岡市城南区七隈七丁目 45 番 1 号
電 話（092）801-1011　FAX（092）862-8200
U R L http://www.hop.fukuoka-u.ac.jp

病院長 岩　㟢　昭　憲

Fukuoka University Hospital

〒 830-0011
久留米市旭町 67 番地
電 話（0942）35-3311 ㈹　FAX（0942）32-6278
U R L http://www.hosp.kurume-u.ac.jp
E-mail kanrika@kurume-u.ac.jp

志　波　直　人病院長

２０２2（令和４）年７月

暑中お見舞い
申し上げます

＊掲載は受付順にさせていただきました。
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医療法人社団 久英会

高良台リハビリテーション病院

〒 830-0054
久留米市藤光町 965－2
電 話（0942）51-3838　FAX（0942）51-3535
U R L https://www.kyueikai.jp
E-mail kouradai-web@kyueikai.jp

KYUEIKAI

理事長

院　長

中　尾　一　久
永　田　　　剛

松　浦　　弘院　長

〒 810-0001
福岡市中央区天神 1 丁目 3 番 46 号
電 話（092）771-8151　FAX（092）716-0185
U R L https://www.saiseikai-hp.chuo.fukuoka.jp
E-mail byoin@saiseikai-hp.chuo.fukuoka.jp

福岡県済生会福岡総合病院
社会福祉法人 恩賜

財団 済生会支部

〒 812-0033
福岡市博多区大博町１番８号
電 話（092）291-3434　FAX（092）291-3424
U R L https://www.harasanshin.or.jp/

医療法人 原三信病院
H a r a s a n s h i n  H o s p i t a l

理事長

院　長

平　　祐　二
原　　直　彦

〒 820-8505
飯塚市芳雄町 3 番 83 号
電 話（0948）22-3800　FAX（0948）29-5744
U R L http://aih-net.com

増　本　陽　秀院　長

〒 819-1104
福岡県糸島市波多江 699 番地１
電 話（092）322-3437　FAX（092）322-5806
U R L https://www.sih.or.jp
E-mail inouehospital@sih.or.jp

井　上　　健理事長
院　長

医療法人 誠心会

〒 813-0002
福岡市東区下原 2 丁目 24 番 36 号
電 話（092）662-3200　FAX（092）662-3303
U R L http://www.kashii-rh.net
E-mail info@kashii-rh.net

KASHIIGAOKA  REHABILITATION  HOSPITAL

松　尾　義　孝院　長

社会医療法人財団 池友会

香椎丘リハビリテーション病院
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おおりん病院

石　橋　正　彦

〒 816-0942
福岡県大野城市中央１丁目 13番 8 号
電 話（092）581-1445　FAX（092）591-7060
U R L http://oorin.org

医療法人十全会

堤小倉病院

〒 802-0835
北九州市小倉南区大字堀越 358 番地
電 話（093）962-1950　FAX（093）963-1075
E-mail horiko@lime.ocn.ne.jp

堤 　 康 博

医療法人 成康会

理事長
院　長

一般社団法人 福岡県社会保険医療協会

社会保険

〒 826-0023
福岡県田川市上本町 10 番 18 号
電 話（0947）44-0460　FAX（0947）45-6540
U R L https://www.s-tagawa-hp-.tagawa.fukuoka.jp
E-mail syomuka@s-tagawa-hp-.tagawa.fukuok.jp

黒　松　　肇病院長

地域医療支援病院 地域がん診療連携拠点病院

田 川 病 院

福岡県立精神医療センター

太 宰 府 病 院

〒 818-0139
福岡県太宰府市五条 3 丁目 8 番 1 号
電 話（092）922-3137　FAX（092）924-4060
U R L https://www.dazaifu-hsp.jp
E-mail info@dazaifu-hsp.jp

小　嶋　享　二院　長

Fukuoka Pretectural Psychiatric Center Dazaifu Hosupital

医 療 法 人 社 団　 筑 山 会

松 岡 病 院

〒 821-0012
福岡県嘉麻市上山田 1287
電 話（0948）52-1105　FAX（0948）52-1926
URL  http://www.chikuzankai.com/

松 岡 嘉 宣理事長
院　長

〒 813-8588
福岡市東区青葉 6 丁目 40 番 8 号
電 話（092）691-3881　FAX（092）691-1059
U R L https://www.haradoi-hospital.com
E-mail info@haradoi-hospital.com

理事長

病院長

原　　　　　寛
野　村　秀　幸

理事長
院　長
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壁　村　哲　平院　長

〒 818-8516
福岡県筑紫野市湯町三丁目 13 番 1 号
電 話（092）923-1551　FAX（092）924-5210
U R L https://www.saiseikai-futsukaichi.org

福岡県済生会二日市病院
社会福祉法人 恩賜

財団 済生会支部

〒 816-0864
福岡県春日市須玖北 4 丁目 5 番地
電 話（092）573-6622　FAX（092）573-1733
U R L https://www.f-toku.jp

福岡徳洲会病院
医療法人徳洲会

Fukuoka Tokushukai Hospital

院　長 乘　富　智　明

〒 811-3298
福岡県福津市日蒔野５丁目７番地の１
電 話（0940）34-3111　FAX（0940）43-5981
U R L http://www.suikokai.or.jp

社会医療法人 水光会

宗像水光会総合病院
ＭＵＮＡＫＡＴＡ ＳＵＩＫＯＫＡＩ ＧＥＮＥＲＡＬ ＨＯＳＰＩＴＡＬ

津　留　英　智理事長

院　長 田　山　慶一郎

〒 819-8511
福岡市西区石丸 4 丁目３－１
電 話（092）891-2511　FAX（092）881-4491
U R L http://www.fukuoka.hakujyujikai.or.jp
E-mail hakujyuji@hakujyujikai.or.jp

病院長 渕　野　泰　秀

〒 814-0013
福岡市早良区藤崎 1 丁目 24 番 1 号
電 話（092）841-2345　FAX（092）841-2649
E-mail fukudaganka@nifty.com

福 田 眼 科 病 院
医療法人社団福光会

福　田　恭　江
江　島　哲　至

理事長

病院長

伊　東　裕　幸院　長

〒 811-3431
福岡県宗像市田熊五丁目 5 番 3 号
電 話（0940）37-1188　FAX（0940）37-0016
U R L http://www.mmah.jp

MUNAKATA MEDICAL ASSOCIATION HOSPITAL
宗像医師会病院
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医療法人 ユーアイ

〒 820-0206
福岡県嘉麻市鴨生 532 番地
電 話（0948）42-1114　FAX（0948）42-4790
E-mail nishino1114@miracle.ocn.ne.jp

西　野　豊　彦理事長
院　長

社会福祉法人
バプテスト心身障害児（者）を守る会

久山療育園重症児者医療療育センター

〒 811-2501
福岡県糟屋郡久山町大字久原 1869
電 話（092）976-2281　FAX（092）976-2172
U R L http://hisayama-smid.jp/
E-mail hisayama@hisayama-smid.jp

宮　㟢　信　義
岩　永　知　秋

理事長

センター長

地方独立行政法人 福岡市立病院機構

福岡市立こども病院

〒 813-0017
福岡市東区香椎照葉 5 丁目 1 番 1 号
電 話（092）682-7000　FAX（092）682-7300
U R L https://childhp.fcho.jp

原　　寿　郎

F u k u o k a  C h i l d r e n ' s  H o s p i t a l

院　長

〒 837-0916
大牟田市大字田隈 950 －１
電 話（0944）56-1119　FAX（0944）56-2077
U R L https://www.sugi-hosp.jp
E-mail info@sugi-hosp.jp

日本医療機能評価機構認定病院
救急病院　指定自立支援医療機関（更生医療）

杉循環器科内科病院
医療法人シーエムエス

理事長

院　長

杉　　　健　三
池　田　久　雄

〒 811-0213
福岡市東区和白丘２丁目２－ 75
電 話（092）608-0001　FAX（092）607-3051
U R L https://www.f-wajirohp.jp
E-mail info@f-wajirohp.jp

福岡和白病院
社会医療法人財団 池友会

理事長

院　長

富　永　隆　治
益　田　宗　孝

〒 803-8505
北九州市小倉北区金田 1 丁目 3 番 1 号
電 話（093）571-1031　FAX（093）591-0553
U R L http://www.shin-kokura.gr.jp
E-mail kkr-shinkokura@shin-kokura.gr.jp

塚　本　　浩病院長

新小倉病院
国 家 公 務 員 共 済 組 合 連 合 会



28　／「ほすぴたる」№ 761（2022 年７月号）28　／「ほすぴたる」№ 761（2022 年７月号）

〒 811-2413
糟屋郡篠栗町大字尾仲 94
電 話（092）947-0711　FAX（092）947-0715
U R L http://www.sasaguri.or.jp

陣　内　重　三

S A S A G U R I  H O S P I T A L

救急病院・開放型病院　臨床研修病院指定

西福岡病院医療
法人

理事長 安藤　文英

日本医療機能評価機構認定病院（３rdG:Ver1.1)

創立 67 周年（1955 年創立）

日本医療機能評価機構

Mail　jim@nishifukuhp.or.jp

TEL092-881-1331 FAX092-881-1333
〒 819-8555  福岡市西区生の松原 3 丁目 18 番 8 号

URL http://www.nishifukuhp.or.jp

院　長 渡辺憲太朗

〒 814-0143
福岡市城南区南片江 6 丁目 2 番 32 号
電 話（092）864-1212　FAX（092）865-4570
U R L http://www.sakurahp.or.jp

江　頭　啓　介

医療法人社団 江頭会

さくら病院

理事長

院 長 江　頭　省　吾

一般社団法人 福岡県社会保険医療協会

仲
な か ば る

原病院

病院長 大　神　吉　光

〒 811-2233
福岡県糟屋郡志免町別府北 2 丁目 12 番 1 号
電 話（092）621-2802　FAX（092）623-2247
U R L http://www.nakabaru-hp.jp
E-mail nhp-contact@nakabaru-hp.jp

社会保険
S o c i a l  I n s u r a n c e  N a k a b a r u  H o s p i t a l

〒 811-1345
福岡市南区向新町 2 丁目 17－17
電 話（092）565-3531　FAX（092）566-6460
U R L http://www.nakagawa-hp.com

理事長

院　長

下　川　敏　弘
吉　村　寛　志

那珂川病院
社 会 医 療 法 人 喜 悦 会

独立行政法人 国立病院機構

福岡東医療センター

〒 811-3195
福岡県古賀市千鳥 1 丁目 1 番 1 号
電 話（092）943-2331　FAX（092）943-8775
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中　根　　博院　長

理事長
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社会医療法人 雪の聖母会
井手　義雄理事長

〒 830-8543　福岡県久留米市津福本町 422 番地
電 話（0942）35-3322　FAX（0942）34-3115
U R L https://www.st-mary-med.or.jp/

聖マリア病院
谷口　雅彦病院長

〒 830-0047 福岡県久留米市津福本町 448 番 5
電 話（0942）35-5522　FAX（0942）34-3306
U R L https://www.st-mary-health.jp/
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ほすぴたる 761 号をお届けします。
今月号は、この度、当病院協会会長を退任さ
れました、赤司浩一先生に、退任にあたっての
ご挨拶をいただきました。先生には、コロナ禍
の中で、当協会をリードしていただき、会員一
同、感謝申し上げております。先生のますます
のご発展を、祈念いたします。
また、赤司先生の後任として、会長に就任さ
れました中村雅史先生には、就任のご挨拶をい
ただきました。新しい息吹きを吹き込んでいた
だき、当病院協会をご指導下さいますよう、お
願い申し上げます。
さて、先日、九州大学言語文化研究院教授
で、ドイツ文学を専門に御研究されている、
F先生の講演を拝聴する機会に恵まれました。
講演はオンラインで行われ、辞書の編纂をテー
マとした講演でした。九州大学の先生方が中心
となって出版されている『アポロン独和辞典』
（同学社）の第４版（2022 年、3月 1日発行）
への改訂にあたってのご苦労などが、興味深く
語られました。辞書の編纂にあたって、長期間
文字ばかりを見ていると、文字が奇妙に感じら
れるようになり、これを「文字禍」と呼ぶそう
です。また肉体的には、目への負担が大きく、
F先生は網膜剥離寸前の状態に陥ったそうで

す。その他、新語、造語、差別語、ジェンダー
の問題など、心を砕かねばならないことが、気
の遠くなるほどたくさん存在しています。その
ような中で、良い辞書作りに邁進する先生方の
努力には頭が下がります。
そういえば、昔、高校生の頃でしょうか、辞
書を、教室の机や椅子に叩きつけていた生徒が
いました。辞書を、よれよれにして、いかにも
使い込んでいるように見せかけるため、変形さ
せているのです。なんとも悲しい姿ではありま
せんか。もちろん、この人の成績はあがりませ
んでした。
辞書は、引くものですが、同時に読むもので
あると言った人がいます。読んでいくと、確か
に楽しいものです。今や、オンラインの無料辞
書が簡単に使え、便利ではありますが、このよ
うな楽しみ方はできません。また辞書の持つ手
触り、匂いなども得難いものです。F先生の講
演から、いろいろな事を学びました。
そこまでには至りませんが、ほすぴたる編集
委員会も、皆様のご期待に添える誌面作りに頑
張っております。皆様に、大事に読んでいただ
いているものと信じております。叩いたり、変
形させたりする必要は、全くありません。

　　（岡嶋泰一郎　記）

編 集 後 記

制　作　◎（株）梓　書　院

◎（公社）福岡県病院協会編　集
発行人

〒812 － 0044　福岡市博多区千代 3－ 2－ 1
　　　　　　 麻生ハウス 3F

TEL092 － 643 － 7075 ／ FAX092 － 643 － 7095

編 集 主 幹…中村 雅史
編集委員長…岡嶋泰一郎
編集副委員長…一宮　　仁
編 集 委 員…平　　祐二・岩永　知秋

壁村　哲平・伊東　裕幸
横倉　義典・田邉　郁子

第 761 号

令和４年７月 20 日発行

発　行　◎（公社）福岡県病院協会
〒812 － 0016　福岡市博多区博多駅南 2丁目 9番 30 号

TEL092 － 436 － 2312 ／ FAX092 － 436 － 2313
福岡県メディカルセンタービル 2F

E-mail fukuoka-kenbyou@globe.ocn.ne.jp
URL http://www.f-kenbyou.jp

E-mail : mail@azusashoin.com
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定員 150名
入場無料

中村 雅史
公益社団法人福岡県病院協会　会長
九州大学病院　病院長

1.開会のことば

岩﨑 昭憲公益社団法人福岡県病院協会 副会長
福岡大学病院　病院長

3.閉会のことば

Program

2.シンポジウム

   

TEL 092-436-2312 URL http://www.f-kenbyou.jp
〒812-0016 福岡市博多区博多駅南2丁目9番30号福岡県メディカルセンタービル 2階 
公益社団法人福岡県病院協会主　催

　　　主催 公益社団法人福岡県病院協会
後援 福岡県、福岡市、(公社)福岡県医師会、(公社)福岡県

薬剤師会、(公社)福岡県看護協会、(公社)福岡県栄
養士会、(公社)福岡県診療放射線技師会、(公社)福
岡県理学療法士会、(公社)福岡県作業療法協会、
(一社)福岡県言語聴覚士会、(一社)福岡県歯科医
師会、(一社)福岡県臨床衛生検査技師会、(一社)福
岡県私設病院協会、(一社)福岡県精神科病院協会、
(一社)福岡県医療法人協会、(一社)福岡県病院薬
剤師会、日本糖尿病協会福岡県支部、(一社)福岡市
医師会、(一社)福岡市歯科医師会、(一社)筑紫医師
会、(一社)粕屋医師会、(一社)糸島医師会、（一社）
宗像医師会、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞
西部本社、朝日新聞社、NHK福岡放送局、(株)福岡
放送、RKB毎日放送、(株)テレビ西日本、九州朝日放
送、テレQ　（順不同）

馬渡 太郎 先生国家公務員共済組合連合会浜の町病院
整形外科部長 リハビリテーション部長

柏崎 晴彦 先生九州大学病院
高齢者歯科・全身管理歯科 教授

岡田 賢司 先生福岡看護大学
基礎・基礎看護部門 基礎・専門基礎分野  教授
福岡歯科大学医科歯科総合病院
予防接種センター長

質疑応答

「健康寿命延伸のために‒骨粗鬆症と関節疾患‒」
講演1

「口腔の健康と健康長寿」
講演2

「ライフコースワクチン‒思春期から高齢者までのワクチンを中心に‒」
講演3

エルガーラ　大ホール
福岡市中央区天神1-4-2 TEL：092-711-5017

第14回
県民公開医療シンポジウム

8.27
2022

S A T

めざそう！
“元気で
　　長生き”

座 長

一宮　 仁公益社団法人福岡県病院協会 副会長
国家公務員共済組合連合会浜の町病院 病院長

吉澤 誠司国家公務員共済組合連合会浜の町病院 副院長

14:00~16:00 定員：300名 入場無料

～健康長寿のヒント～

・ご来場の際は、マスクの着用をお願いします。・発熱や咳など、体調がすぐれない場合は参加をお控えください。・新型コロナウイルス感染状況により、中止となる場合があります。
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座 長

一宮　 仁公益社団法人福岡県病院協会 副会長
国家公務員共済組合連合会浜の町病院 病院長

吉澤 誠司国家公務員共済組合連合会浜の町病院 副院長

14:00~16:00 定員：300名 入場無料

～健康長寿のヒント～

・ご来場の際は、マスクの着用をお願いします。・発熱や咳など、体調がすぐれない場合は参加をお控えください。・新型コロナウイルス感染状況により、中止となる場合があります。

定員 150名
入場無料

中村 雅史
公益社団法人福岡県病院協会　会長
九州大学病院　病院長

1.開会のことば

岩﨑 昭憲公益社団法人福岡県病院協会 副会長
福岡大学病院　病院長

3.閉会のことば

Program

2.シンポジウム

   

TEL 092-436-2312 URL http://www.f-kenbyou.jp
〒812-0016 福岡市博多区博多駅南2丁目9番30号福岡県メディカルセンタービル 2階 
公益社団法人福岡県病院協会主　催

　　　主催 公益社団法人福岡県病院協会
後援 福岡県、福岡市、(公社)福岡県医師会、(公社)福岡県

薬剤師会、(公社)福岡県看護協会、(公社)福岡県栄
養士会、(公社)福岡県診療放射線技師会、(公社)福
岡県理学療法士会、(公社)福岡県作業療法協会、
(一社)福岡県言語聴覚士会、(一社)福岡県歯科医
師会、(一社)福岡県臨床衛生検査技師会、(一社)福
岡県私設病院協会、(一社)福岡県精神科病院協会、
(一社)福岡県医療法人協会、(一社)福岡県病院薬
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宗像医師会、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞
西部本社、朝日新聞社、NHK福岡放送局、(株)福岡
放送、RKB毎日放送、(株)テレビ西日本、九州朝日放
送、テレQ　（順不同）

馬渡 太郎 先生国家公務員共済組合連合会浜の町病院
整形外科部長 リハビリテーション部長

柏崎 晴彦 先生九州大学病院
高齢者歯科・全身管理歯科 教授

岡田 賢司 先生福岡看護大学
基礎・基礎看護部門 基礎・専門基礎分野  教授
福岡歯科大学医科歯科総合病院
予防接種センター長

質疑応答

「健康寿命延伸のために‒骨粗鬆症と関節疾患‒」
講演1

「口腔の健康と健康長寿」
講演2

「ライフコースワクチン‒思春期から高齢者までのワクチンを中心に‒」
講演3
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